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レーザー癌治療のための
治療計画技術
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光線力学療法（PDT）などのレーザー光照射による癌治療は、臓
器機能を温存性が高い効率的な治療法として、今後の普及が期待
されています。一方で、標準化治療として定着するまでには課題
があります。そのひとつとして、症例ごとに異なる腫瘍位置やサ
イズに対して、最適なレーザー光照射条件を決定する手法が確立
されていないことにあります。本技術では、生体組織中の光伝搬
と光吸収による殺腫瘍過程をモデル化により、その治療効果を推
定できます。術前治療計画による安全かつ効率的なレーザー癌治
療のサポートにつながります。

レーザー治療、光治療、生体組織、散乱、光線力学療法 (PDT)

応用分野 医療・ヘルスケア分野
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